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新年あけましておめでとうございます。公益

社団法人福岡県病院協会の皆様には、日ごろか

ら地域医療の向上や県民の健康増進にご尽力い

ただき、心から感謝申し上げます。

昨年は、福岡に世界的なスタートアップ支援

機関である「CIC Fukuoka」やインド総領事館が

開設され、福岡が世界との結びつきを強め、チャ

レンジしていくための架け橋となっています。

また、BMX、クライミング、ブレイキンといっ

たスポーツの国際大会を開催し、新たなスポー

ツの力が県民の皆様にたくさんの元気と感動を

与えてくれました。新たな武道館も竣工し、今

年から武道をはじめとするスポーツ振興の新た

な拠点としてスタートします。

さらに、令和 8 年 4 月からは 10 年ぶりに県庁

の組織を再編し、職員一人一人、さらには組織

としての力を最大化して、物価高などに対応す

る国の経済対策を最大限に活用して県民生活や

事業活動をしっかり支えながら、先送りできな

い課題に真正面から取り組んでまいります。

　

さて、現在、国においては、医療・介護の複

合ニーズを抱える 85 歳以上人口の増大や現役世

代の減少等に伴う医療需要の変化に対応できる

よう、2040 年頃を見据えて、高齢者救急や外来・

在宅医療、介護との連携等を含む医療提供体制

全体の最適化・効率化を目指す「新たな地域医

療構想」が検討されています。

県においても、これまでの取り組みの振り

返りや新たな地域医療構想策定に向けた議論な

ど、県病院協会をはじめとする医療関係団体の

皆様から、医療審議会や各区域における地域医

療構想調整会議などを通じて貴重なご意見をい

ただきました。この場をお借りして厚く御礼申

し上げます。

今後、国から新たな構想の策定・推進に関す

るガイドラインが示され、来年度以降、策定に向

けた協議が本格化してまいります。県としても、

全力で取り組んでまいりますので、引き続きご

理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

また、県としましては、県民の皆様がいつで

も、どこでも、安心して必要な医療サービスを受

けることができる医療提供体制、地域包括ケアシ

ステムの構築に引き続き取り組むとともに、「健

康寿命」を延ばし、生涯にわたり長く元気に暮

らしていくため、県民一人一人が改めて自身の

健康について考え、健康の維持、増進に取り組

んでいく「ふくおか健康づくり県民運動」を進

めてまいります。

今年は午年です。本年も、馬が疾走するがご

とく、さまざまな施策をスピード感をもって実

行し、未来へと駆け上がる飛躍の年となるよう

全力を尽くしてまいります。

新年が貴会ならびに会員の皆様にとって、素

晴らしい一年となりますよう心からお祈りいた

します。

福岡県知事

服部 誠太郎
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明けましておめでとうございます。
皆様におかれましては、穏やかに新春を迎え

られたこととお慶び申し上げます。本年もどう
ぞ宜しくお願い致します。

昨年を振り返りますと、７月に行われた参議
院議員選挙において、日本医師会副会長・釜萢
敏先生が大逆風の中にもかかわらず、社会保障
関係でトップ当選を果たされたことは、私達に
とって大きな励みとなりました。

近年の急激な物価高騰や賃金上昇により、地
域医療を担う医療機関の経営は大変厳しい状況
に陥っています。病院の７割が赤字経営との調
査結果も出されるなど、まさに非常事態です。
2025 年も、前年に引き続き医療機関の倒産や
廃業が続き、このまま推移すると地域医療の崩
壊が起こるのではないかと危惧されていたとこ
ろ、昨年 12 月に国の 2025 年度補正予算が成立
し、「医療・介護等支援パッケージ」として、
１兆 3,649 億円、このうち医療分野に１兆 368
億円が計上されました。このほか救急件数加算
や大学病院への文部科学省からの補正予算も示
されています。また、昨年末に政府は 2026 年
度診療報酬改定を 3.09％増とし、介護報酬も
臨時改定を行い 2.03％増とする方針を固めまし
た。今後は、中医協で具体的な議論が進められ
ることになりますが、国民医療を守るために闘
い続けて来られました、日本医師会の松本吉郎
会長をはじめ役員並びに医療関係団体の皆様の
ご尽力に深甚なる敬意を表します。

これらの対策の評価については、今後検証し
ていくことになりますが、この度、国が医療の
現状に理解を示したことを励みに、私達は必要

とされる地域医療の確立に取り組んでいきたい
と思います。

医療は個人の健康を守ることだけではなく、
社会全体の安定と発展を支える基盤であり、医
師会の役割は、行政と連携しながら地域で医療
を守る仕組みを構築することにあります。福岡
県では、人口構造の変化や医療ニーズの多様化
とともに都市部と中山間地域における医療資源
の地域間格差等による構造的課題に対して、急
性期から在宅医療までのシームレスな連携を軸
とした実効性のある対応が求められています。
これからの超高齢社会においては、限られた医
療資源を適切に活用するために、かかりつけ医
機能の充実による医療・介護の連携が必要不可
欠となります。

福岡県医師会は、新たな地域医療構想におい
ては、既存の医療圏の在り方や市町村ごとの医
療資源の特色を踏まえ、各医療機関の役割分
担、多職種連携、ICT の利活用も視野に入れ
た医療提供体制の構築を目指した提案をまとめ
てまいりたいと考えております。

今年は「丙
ひのえうま

午」の年であります。躍動や前進
を象徴し、勢いが重なることで物事が大きく動
く年とも言われています。福岡県医師会は、社
会全体が急速に変化する今、躍動・転換のこの
一年を、地域の医療を発展させる前向きな改革
の機会として捉え、様々な課題に力強く立ち向
かってまいる所存であります。

本年も多くの医療関連団体のご支援・ご協力
を切にお願い申し上げますとともに、皆様方の
ご健勝と更なるご活躍を祈念し、新年のご挨拶
といたします。

公益社団法人福岡県医師会

蓮澤 浩明会 長
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第15回福岡県病院協会　参与・各種委員会
正副委員長・役員懇談会報告

◎公益社団法人 福岡県病院協会　専務理事 壁村 哲平
▼▼会員広報会員広報

日　時　令和７年 12 月２日（火）17 時～ 18 時
場　所　オリエンタルホテル福岡 博多ステーション３階

オリエンタルボールルーム恵比寿
（福岡市博多区博多駅中央街４－ 23）

出席者　病院協会参与 7 名、各種委員会正副委員長
16 名、役員 21 名（うち委員長の再掲 1 名）

計 43 名
　　　　
　平副会長が挨拶の後、座長となって議事を進めま
した。

１　参与の紹介（壁村専務理事）

当日出席された参与（濱田正美参与、後藤渉参与、
大島輝久参与、吉田龍太郎氏（井上和之参与代理）、
野田部哲也参与、酒瀬川泰裕参与、斎藤幸奈氏（鶴
加寿子参与代理）の方々を順次御紹介し、参与から
は挨拶いただきました。

２　第 16 回県民公開医療シンポジウムの報告
運営委員長　岩永 知秋

公益社団法人福岡県病院協会 総務理事
久山療育園重症児者医療療育センター センター長

テーマ　「健康で長生きするためのヒント　―あな
たの体力、睡眠、そして肺炎の予防は？―」

開催日時　令和 7 年 9 月 27 日（土）14 時～ 16 時
会　場　アクロス福岡　国際会議場
参加者　80 名

講演１　「フレー、フレー、フレイル知らずの明
るいシニア生活のために」
特定医療法人社団三光会
誠愛リハビリテーション病院
院長　長尾 哲彦 先生

講演２　「良い睡眠のために」
国立病院機構福岡病院睡眠センター
前センター長　中野　博 先生

講演３　「肺炎とその予防」
産業医科大学　副病院長
産業医科大学医学部呼吸器内科学　教授
矢寺 和博 先生

開催概要
講演 1 では、参加者にフレイルの診断基準の

一つである握力を、予め受付の前で測定してい
ただきました。「フレイル」は健康な老化と要介
護状態の中間の状態であり、心身の老化に伴う
衰えは運動や栄養などにより回復が可能である
こと、社会とのかかわりあいがフレイルの防止
に大切であることを話され、参加された皆さん
を勇気づける内容でした。

講演 2 では睡眠は時間ではなく、睡眠休養感、
睡眠満足感がより重要であること、睡眠に至る
までの環境や心身のリラックスに心がけ、無理
に眠ろうとしないことが強調されました。また、
睡眠時無呼吸症候群の睡眠時のいびきと無呼吸
の実際を、印象的な音声と動画で示されました。

講演 3 では高齢者の肺炎は症状に乏しいが、
早期の診断と治療が重要であること、口腔の衛
生、誤嚥が起こす肺炎、感染の予防などを丁寧
に説明されました。また肺炎のほか、間質性肺
炎、肺結核、気道感染症の病態を、わかりやす
くイラストで示されました。

それぞれの講演の後に質疑応答が行われまし
たが、参加の方々から活発な質問をいただき会
場は大変盛り上がりました。シンポジウムに関
する印象についてアンケート調査を行いました
（回収率 90％）が、大変高い評価をいただくと
ともに、多くに人に聞いてもらいたい内容であっ
た、と励ましの声もいただきました。ご講演い
ただきました先生方、参加の皆様、また事務局
をはじめ運営にご協力いただいた皆様に心より
感謝申し上げます。また、広報についてご尽力
いただきました西日本新聞社報道センター編集
委員の鶴加寿子様に、深く感謝申し上げます。
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３　各委員会の報告

ア） 病院研修会

病院委員会　委員長　壁村 哲平
福岡県済生会二日市病院　院長

令和 7 年度は、大変厳しい病院運営を強いられて
いる中、骨太の改革 2025 や新しい資本主義のグラ
ンドデザイン及び実行計画 2025 改訂版（成長戦略）
が描く未来を共に考え、地域に立脚する価値ある病
院を目指すため、テーマに『病院経営苦難の時代を
乗り越える！』を掲げ、希望が湧く講演会を企画し
た。令和 7 年 11 月 6 日 西鉄イン福岡 2 階大ホール
で 112 名の参加をいただき開催した。テーマに沿っ
て、講演 1 は、島先生から、現状の医療状況、医療
環境の変化、令和 8 年度診療報酬改定の方向性等の
説明に続き、現状のなかなか明るい未来が見通せな
い VUCA な時代には、経済的価値と社会的価値の
両立を図る CSV 経営戦略の重要性の講演をいただ
いた。講演 2 は、織田先生から、地域医療を取り巻
く政策環境の変化に対して地域における望まれる病
院の姿など最適な方向性を見定め、課題の解決のた
めに多くの ICT、IoT や AI を活用し、日常業務の
簡略化・効率化を図り、病院全職種が共に取り組む
活動、さらにテクノロジーを利用した「在宅医療支
援 DX」活動などの報告があり、急激な病床削減や
人材不足を抱える地域医療の医療経営の姿を示され
た。講演 3 は、塚越さんから、これからの病院経営
は「経営改善」、「医療の質向上」と「働き方改革」
を両立し続けることが求められ、入院前から切れ目
のない支援を加算項目の流れを意識して取り組むこ
とや、地域連携分析を戦略的に取り組み、地域での
自院の目指すポジショニングを検討すること、さら
に限りある資源を有効利用するためには業務負担軽
減が必要であることなどアグレッシブに講演いただ
いた。最後に質疑応答で、コンサルタントとして初
めて病院を訪問したとき、最初に確認することは何
かとの問いに、“理事長や院長の姿勢”との返答で
あり、改めて病院研修会の必要性を確認した次第で
あった。
〈プログラム〉

　テーマ　 「病院経営苦難の時代を乗り越える！」
　講演１　『VUCA の時代の医療戦略』　

演者　島　弘志 先生（一般社団法人日本病院会

副会長　社会医療法人天神会 総病院長）
座長　渕野 泰秀先生（社会医療法人財団白十

字会白十字病院 病院長）　
　講演２　『攻めながらソフトランディング』

―ハコモノからヒトへ、そしてテクノ
ロジーへ―

演者　織田 正道 先生（佐賀県病院協会 会長 
社会医療法人祐愛会織田病院 理事長）

座長　渡邉憲太朗 先生先生
（医療法人西福岡病院 院長）

　講演３　『不確実性の時代：3 つの視点で生き残れ！
「病床管理 PFM」「戦略的増患」「働き方
改革」～筋肉質医療とデータ活用術～』

演者　塚越 篤子 氏 （㈱グローバルヘルスコン
サルティング部門シニアマネージャー）

座長　壁村 哲平 先生（公益社団法人福岡県病
院協会 専務理事、福岡県済生会二日市
病院 院長）

イ） 看護研修会

看護委員会 委員長　甲斐 純美
福岡大学病院 副院長・看護部長

少子高齢化により医療需要は増加する一方で、看
護職員の確保・定着が困難となり、医療現場の負担
はますます大きくなっています。さらに、医師の働
き方改革に伴うタスクシフトや多職種連携の推進に
より、看護管理者には変化に柔軟に対応する力と、
戦略的なマネジメントが求められています。こうし
た状況を踏まえ、看護委員会では、現場力を高める
ことができる看護管理者の育成と、さまざまな場で
働く看護職の看護実践能力の強化を目的に、今年度
の研修を企画・実施いたしました。今年度もオンデ
マンド配信を取り入れ、多くの方に参加いただくこ
とができました。研修内容としては、昨年度同様の
診療報酬に関連しニーズも高い「看護補助者の活用
推進のための看護管理者研修」と「認知症看護実践
力向上研修」を実施しました。また、オンデマンド
配信では、現場力を高めるための「心理的安全性」
や「ワークエンゲージメントの向上」についての講
演も行いました。すでに終了した 2 つの研修では、
アンケート結果からも、受講生の満足度は高く、次
年度もニーズに即した内容で研修を企画してまいり
ます。
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【令和７年度】
第173回看護研修会（Web開催）
セミナー配信　令和7年6月27日（金）

13：25～15：45
オンデマンド配信　令和7年6月28日（土）

～令和7年7月7日（月）
テーマ　「現場力を高める組織マネジメント」
講　師　ポテンシャルビジョン代表　山本武史
参加者　256名　
第174回看護研修会（令和7年10月24日（金）開催）
会　場　ナースプラザ福岡
テーマ　「看護補助者の活用推進のための看護管

理者研修」
講　師　日本看護協会役職員、ファシリテータ福

岡県病院協会看護委員会委員
共　催　公益社団法人福岡県看護協会
参加者　100名
第175回看護研修会（令和8年1月28日（水）・29日
（木）予定）
会　場　九州大学医学部百年講堂
テーマ　「認知症看護実践力向上研修Ⅷ」
講　師　福岡大学病院精神性神経内科医師

飯田 仁志
　　　　久留米大学病院老人看護専門看護師

首藤 敏夫
　　　　九州大学病院認知症看護認定看護師

立石 　圭
　　　　飯塚病院認知症看護認定看護師

瓜生 矩子
　　　  国家公務員共済組合連合会浜の町病院

認知症看護認定看護師　星野 清子
　　　　医療法人相生会金隈病院

認知症看護認定看護師　宮原 あや

ウ）診療情報管理研究研修会

診療情報管理研究委員会 委員長　西山　謙
九州大学病院 病院長特任補佐

【研修会の概要】
 本研修会は、岩﨑理事・本村理事のご指導の

もと、診療情報管理の質向上を目的として継
続的に開催されています。

 対面研修およびグループワーク研修は、病院
間の情報共有を促進し、診療情報管理業務の

底上げを図ることを目的としています。
【令和 7 年度 対面研修会】
日　時　令和 7 年 9 月 22 日（月）13：00 ～ 17：00

　場　所　九州大学　百年講堂大ホール
参加者　108 名
 テーマを「原点回帰→病院経営・DPC につい

て考える」
病院経営が厳しさを増す中、改善の糸口を

探るべく、既に取り組みを進めている医療機
関の事例を参考にしながら、研修と情報共有を
通じて日々の業務改善に繋げることを目指す。

【令和 7 年度のグループワーク研修会内容】
・第 1 回：日時　令和 7 年 6 月 24 日（火）

14：00 ～ 17：00　
場所　九州大学　百年講堂中ホール 
参加者　48 人

・第 2 回：日時　令和 7 年 11 月 19 日（水）
14：00 ～ 17：00　

場所　九州大学　百年講堂中ホール
参加者　30 人　

・第 3 回：日時　令和 8 年 2 月 19 日（木）
14：00 ～ 17：00 予定

場所　九州大学　百年講堂会議室
 本研修では、各医療機関の診療情報管理担当

者が複数のグループに分かれ、現場での悩み
や課題を共有し、経験をもとに解決策を検討・
議論を行う。

各医療機関では1人担当者が多く、医療機関を超え、

福岡での仲間を通し、運用・ルールづくりでの意見

交換、アドバイスをもらい、日々の業務に反映でき

るように勉強できる環境を目指す。

【今後の展望】
 病院経営が厳しい状況だからこそ、診療情報

の分析を通じて医療機関に貢献できるような
研修を継続していくことが重要である。

 実務者が抱える多くの課題に対し、本研修会
が福岡県内の診療情報管理分野において実効
性ある支援となるよう、委員会一丸となって
取り組んでまいります。
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 電子媒体・紙媒体の記録（保管 / スキャン含む）　　　　　　　　  医 療 安 全 に 関 す る 記 録
 DPC 等の保険診療に関する診療情報・記録　　　　　　　　　　 病院経営に関する診療情報
 医療の質に関する診療情報・記録（がん登録含む）　　　　　　  医療 DX に関する事項
 データの精度管理（コーディング含む）・データ二次利用

当研修会が取り扱う一例（キーワード）参　考

グループワークの風景

グループワーク座席表
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エ）栄養管理研修会

栄養管理委員会 委員長　倉橋　操
福岡大学病院 栄養部 技師長

〈令和 7 年度 栄養管理研修会 開催報告〉
高齢化が進展する現代社会において、人々の健康

維持と生活の質（QOL）向上における栄養管理の
役割は、極めて重要性を増しております。
この背景を踏まえ、栄養管理委員会は、「高齢化社
会における健康を支える多角的アプローチ」をメイ
ンテーマに掲げ、第 73 回研修会を開催いたしまし
た。本研修会では、高齢者の皆様の QOL 向上に貢
献するため、3 つの専門分野からの視点を取り入れ、
最新の知見に基づいた知識と技術を深める内容で構
成いたしました。

 〈第 73 回 栄養管理研修会〉
• 開催日　2025 年 10 月 18 日（土）
• 開催形式　Web 開催（配信後にオンデマンド

配信を実施）
オンデマンド配信　令和7年10月19
日（日）～10月24日（金）

• 参加者数　53 名
講演内容
1.「緩和ケアにおける『食べる』の意味を見つ

め直す」
 講師　福岡大学病院 がんセンター

緩和ケア認定看護師 
堀田 綾美 先生

2.「糖尿病と認知症の早期発見、早期関与」
 講師　医療法人相和会中村病院 

医師　森田 喜一郎 先生
3.「高齢糖尿病患者の食事・運動・薬物療法」

 講師　医療法人輝栄会福岡輝栄会病院 
糖尿病・肥満症センター 
センター長　田尻 祐司 先生

〈アンケート結果と今後の展望〉
会後に実施したアンケート調査の結果、各講演に

ついて「とても良い」「良い」の評価が約 90％と、
大変高い満足度を示す結果となりました。

参加者からは、「今回の研修は、医療者として、
患者様との向き合い方を考える大変良い機会になり
ました。非常に参考になりました。」といった、具
体的な感想も頂戴しております。この結果から、本

研修会が参加者の皆様にとって、実り多い機会を提
供できたものと確信しております。

頂戴したアンケート結果を基に、今後の研修内容
はもとより、開催方法等についても引き続き検討を
進め、参加者の皆様により一層ご満足いただける研
修会となるよう、計画を推進してまいります。

オ） 臨床検査研修会　

臨床検査委員会 委員長　森　健一
社会医療法人財団白十字会 白十字病院

臨床検査技術部 部長

第 9 回臨床検査研修会を 2025 年 1 月 25 日（土）
に開催し、テーマを「災害、高齢化、そして働き方
改革～臨床検査の新たな挑戦と求められる対応を考
える～」としました。講演内容は、１）災害時医療
の役割からテロ災害時の対応、２）骨粗鬆症の予
防・診断・治療における多職種連携と地域連携の重
要性、３）タスク・シフト / シェアへの取り組みと
して、静脈路の確保について現場の立場からから実
際の運用とメーカーの立場から安全な穿刺へ向けて
の内容で 3 講演 4 名の先生に講演して頂きました。
今回も現地参加人数が少なく、参加者アンケート集
計でも、Web 開催希望が大多数となっています。
　今後の研修会は、Web 開催を主体として多くの
皆様に参加して頂けるようにより良い内容にしてい
きます。

１　研修会開催報告
〈第 9 回臨床検査研修会〉
開　催　令和 7 年 1 月 25 日（土）　

13：25 〜 16：30
会　場　国家公務員共済組合連合会 

浜の町病院 3 階研修講堂
ハイブリッド開催

（現地開催＋ Web オンライン）
テーマ　「災害、高齢化、そして働き方改革

～臨床検査の新たな挑戦と求められる
対応を考える～」

講演１．災害時医療の役割　
〜災害、テロ等含む〜

講演２．骨粗鬆症の予防、診断、治療　
〜多職種連携と地域連携の重要性〜

講演３．タスク・シフト／シェアについて　
〜静脈路の確保〜
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1）タスク・シフト / シェアへの取り組み　
～採血業務における静脈路確保～

2）末梢静脈血管へのアクセス
参加者 　43 名

２　研修会開催予定
〈第 10 回臨床検査研修会〉
開　催　令和 8 年 3 月 7 日（土）

13：25 〜 16：30
会　場　Web オンライン開催
テーマ　「臨床検査 2026: 変わる制度、広がる現

場、新たなる発想」
講演１．2026 年度診療報酬改定のポイント

講師　株式会社 FMCA
代表取締役　藤井 昌弘 氏

講演２．医療 DX と AI が臨床検査に与えるイン
パクト

講師　富士フイルム和光純薬株式会社
臨床検査薬事業部 臨床検査薬営業本部
営業推進部 営業推進課課長　
細川 秀明 氏

講演３．タスク・シフト／シェアについて
〜救急外来への関わり〜（仮題）

講師　（調整中）

カ） リハビリテーション研修会

リハビリテーション委員会 委員長　松瀬 博夫
久留米大学リハビリテーションセンター

センター長

１　第 22 回リハビリテーション研修会（予定）
開催日　令和 7 年 12 月 20 日（土）　
会　場　『西鉄イン福岡』2F 大ホール
テーマ　「がん医療と地域リハビリテーションの架

け橋：共生時代の連携強化を目指して」
基調講演

「がん共生時代のがん患者へのリハビリテー
ション医療地域包括ケアにおけるそれぞれの
役割　―活動を育む―」 　
講師：社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院
リハビリテーション科　診療部長　相良亜木
子先生

シンポジウム
「がんとの共生時代に求められる地域リハビ
リテーションの役割と実践」

（1）「がん患者さんを支えるリハビリテーション
～看護師の視点から～」
講師　国立病院機構福岡東医療センター　

看護師長・がん専門看護師　
土井 晴代 先生

（2）「地域連携におけるがんリハビリテーション」
講師　久留米大学病院

リハビリテーション部  理学療法士
中村 光希 先生

（3）「その人らしい生活を支援する地域リハビリ
テーション～作業療法士の視点から～」
講師　医療法人原三信病院

リハビリテーション科 作業療法士
黒木 勝仁

（4）「がん患者と地域をつなぐ ～ソーシャルワー
カーの視点から～ 」
講師　国立病院機構九州がんセンター 

がん相談支援センター 
ソーシャルワーカー　松尾 由佳 先生

２　第 23 回リハビリテーション研修会（予定）
開催日　令和 8 年 3 月 9 日（月）
会　場　九州大学医学部百年講堂
テーマ　「令和 8 年度診療報酬改定に向けたリハ

ビリテーションの在り方」
講　師　社会医療法人水光会宗像水光会総合病院

理事長　津留 英智　先生

キ） 経営管理研究会

経営管理委員会 委員長　中島 克洋
福岡県済生会福岡総合病院 事務部長

1　令和 7 年度　委員会開催報告
令和 7 年度第 1 回経営管理委員会（令和 7 年 6
月 23 日開催）
協議事項
・委員の交代について
・令和 6 年度経営管理研究会報告
・令和 7 年度経営管理研究会の開催について
・その他

２　研究会開催報告
令和 6 年度第 1 回経営管理研究会
・開催日時　令和 7 年 2 月 17 日（月）

13：30 ～ 16：00　　
・会　場　九州大学医学部百年講堂
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・テーマおよび講師、座長
「新しい地域医療の構想」
講師　産業医科大学医学部公衆衛生学

教授　松田 晋哉　先生
「診療報酬改定を受けての病院経営」
講師　社会医療法人天神会総病院長　

島　弘志　先生
座長　公益社団法人福岡県病院協会

　担当理事
社会医療法人水光会宗像水光会
総合病院 理事長　津留 英智　先生

・参加者　122 名
3　研究会開催予定
令和 7 年度第 1 回経営管理研究会
・開催日時　令和 8 年 3 月 16 日（月）

13：30 ～ 16：00
・会場　九州大学医学部百年講堂
・テーマおよび講師
「新たな地域医療構想を踏まえた 2026 年度
診療報酬改定のポイント」
講師　社会医療法人水光会 宗像水光会総合

病院 理事長　津留 英智先生

ク） 医療事務研究会
　医療事務委員会 委員長　長島 永青
国家公務員共済組合連合会浜の町病院

 医事課 医事専門役

１　令和 7 年度　委員会開催報告
令和７年度第 1 回医療事務委員会（令和 7 年 6
月 30 日開催）
協議事項
・委員の交代について
・委員長の選任について
・令和 6 年度医療事務研究会報告
・令和 7 年度研修計画
・その他
２　研究会開催報告
第 124 回医療事務研究会
開催日　令和 7 年 3 月 14 日（金）　　
会　場　九州大学医学部百年講堂
テーマⅠ『人工知能はレセプトチェックの救世

主 !!　～ AI 活用の現場報告～』
講演１「北九州市立八幡病院の医療 DX の取

り組み　～ AI レセチェッカー導入報
告～ 」

講師　北九州市立八幡病院　
経営企画課長　木戸 啓介　先生

講演２ 「福岡和白病院の医療 DX の取り組み 
～レセプト AI チェック～ 」

講師　福岡和白病院　
医事課長　光永 篤史　先生

テーマⅡ 『審査』 
講演 1 「最新の審査方法とこれからの審査基

準 ～審査の広域化と AI の導入、国保
との審査基準の統一化～ 」

講師　福岡県社会保険診療報酬支払基金
審査委員会審査調整役　
高木 誠一郎　先生

参加者　109 名
３　研究会開催予定
第 125 回医療事務研究会
開催日　令和 8 年 3 月 26 日（木）　　
会　場　九州大学医学部百年講堂
テーマ　「2026 年度診療報酬改定について」

（仮題）
講　師　㈱リンクアップラボ　

代表取締役　酒井 麻由美　氏

４　参与のご意見
ア　濱田正美参与（福岡県看護協会 会長）の

ご意見
●資料の研修会の参加者数を見ていますが、看
護研修は多いのは多いんですが、他の委員会の
中味を見ますと質に特化した研修のテーマを選
んでるんだなと思いました。看護研修に関して
は、管理者の分と診療報酬の分を押さえていま
した。やはり診療報酬は大事ですので、２本立
てで今後ともやってもらえればと思います。他
の職種の研修に関しては、今の病院経営に直結
したホットなテーマを選んでいただいているの
で、もっと広報をしてたくさんの方に来ていた
だければいいなと思っています。

イ　後藤渉参与（福岡県薬剤師会 副会長）の
ご意見

●今日は様々な委員会、研修会の取組を聞かせて
いただきありがとうございました。病院現場で
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人材の確保に苦労されていることを、今日改め
て理解させていただきました。診療報酬改定、
今度の補正予算にはかなり期待していますが、
これをいかに確保し、さらに人材の確保、病院
経営の効率化につなげるか、様々な課題がある
と改めて感じたところです。ただ、どの委員会
も非常に前向きに取り組んでおられることを大
変心強く感じました。今後とも、様々な取組を
聞かせていただきながら、薬剤師会としても共
に地域医療の推進にあたれればと思っていま
す。

ウ　大島輝久参与（福岡銀行地域共創部長）の
ご意見

●本日のご報告を聞き、様々な角度からテーマが
設定されてるなと感じました。
当行は、地域の金融機関として、多くの中小企
業、オーナー様と取引をさせててもらっていま
すが、行きつくところは、人事、経営マネジメ
ントなのだということを再認識しました。地域
共創部は、行政を窓口に担当する部署になりま
すが、今後医療機関の経営状況への行政側の認
識について意見交換する場も予定していますの
で、今後の金融と行政機関と一体となった取組
に生かしていければと思っています。

エ　吉田龍太郎氏（西日本シティ銀行井上参与の
代理）のご意見

●先週経済対策である程度予算がつきましたし、
診療報酬10％以上増を獲得してもらえればいい
なと思っています。取引先をまわっていると、
ワーキングマネージメントに関するご相談が多
いの現状です。皆様方も離職防止に腐心されて
いると思いますが、お手伝いしている病院で、
職員のアンケートをとったところ結果はなかな
かなものでした（笑）。銀行としてもお伝いが
できればと思っていますので、よろしくお願い
いたします。

オ　野田部哲也参与（福岡県弁護士会 弁護士）
のご意見

●初めて参加させていただきましたが、たくさん
の研修会を開催しご尽力されているんだなと感
心しました。その中で、診療報酬が病院経営に

与える影響は極めて大きいことが切実に伝わっ
てきました。病院経営が診療報酬だけで決ま
るものではなく、診療報酬の影響を受けながら
も各病院で改善していこうと、あるいは医療、
サービスの向上に努めようと努力されている姿
勢は志高く意義深いと思いました。先日日経新
聞で病院の7割が赤字と報道されていて、新聞
報道等が診療報酬改定にも影響する状況なんだ
と思います。病院側は経営努力をした上で改定
を求めているということをマスコミに伝え社会
的に認知してもらい、病院側の努力が反映され
るような記事になるようご尽力していただけた
らいいのかなと思います。

カ　酒瀬川泰裕参与（日本公認会計士協会北部
九州会 公認会計士）のご意見

●今日の報告で気になる２つのキーワードがあ
りました。1つは、経営が厳しいということ。
2つ目がＡＩの活用です。売上の向上が厳しい
なか、対策としてはどうしてもコストの削減と
いう話になります。私の業界では、本当にA1
との相性が良くて、A1を活用することで業務
の効率化を圧倒的に図っています。病院で同じ
ようにできるか難しいところはあると思います
が、事務部門ではA1を活用することで業務改
善が進むところがあると思っています。私自身
も、他の事務所と共同で勉強会を開きA1で改
善できるところを協議させてもらうことで業務
に役立てています。まだ出始めでどんな業務に
使えるか定まっていないと思いますが、大いに
役立つ可能性はありますので、ぜひ興味をもっ
ていただけたらと思います。

キ　斉藤幸奈氏（西日本新聞社鶴参与の代理）の
ご意見

●業務がお忙しいなかで、さらに専門性を高めて
いこう、皆さんで連携して運営を良くしていこ
うという取組を多岐に渡ってやられていること
がわかって勉強になりました。私自身は、西日
本新聞の朝刊の医療面（毎週月曜日）を担当し
ていますが、３つの柱を掲げています。１つ目
は「病む人に寄り添う」、２つ目は「医療者と
患者の距離を縮める」、３つ目が「持続可能な
地域医療のあり方を考える」です。これら柱の
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もとに取材活動をしています。正に２つ目の柱
の「医療者と患者の距離を縮める」というとこ
では、本日皆さんから報告いただいた取組をし
ていることを患者さんが知らないような部分も
たくさんあると思いますので、仲介役になって
うまく発信していけたらいいなと思っていま
す。今後ともよろしくお願いいたします。

●壁村専務理事は、まず報告を行っていただいた
正副委員長等並びに貴重な意見をいただいた参
与の方々に謝意を述べた。続いて、「昨年の

懇親会でいただいた意見を基に昨年から参与の
方々に研修会等のご案内をしていますが、西日
本新聞の鶴参与には県民公開医療シンポジムを
取材し記事にしていただいたことに感謝申し上
げます」と感謝の意を表した。

　最後に、「病院協会の取組は全ての病院、全ての
職員あげて改善に取り組んでいるものであり、参与
の皆様からの助言を参考にさせてただき、より良い
研修会にしていきたいと思います」と決意を述べて、
懇談会は終了した。
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令和 8 年（2026 年）1 月、私は無事満 87 歳の
誕生日を家族と共に祝うことが出来た。満 87 歳
を昔風に表現するならば米寿である。米寿という
言葉が何時頃から使われ始めたかということを
ネットで検索すると、「奈良時代」と「江戸時代」
という二つの回答が出てきた。しかし私は奈良時
代説は間違いであろうと思っている。
　杜甫（712 年～ 770 年、58 歳で死去）が 47 歳
時に発表した詩「曲江」に書かれている「人生
七十古来稀」という一節に因んで、70 歳のこと
を古稀（最近は古希と書かれることが多いが、私
には大きな違和感がある）と表現するようになっ
てから、「漢字を日本独特の方法で分解して米寿

（米という字を分解すると八十八になる）、喜（㐂）
寿、卒（卆）寿、白（百から一を引く）寿などの言
葉が生まれた」のではないかと私は考えている。
もしも米寿という言葉が奈良時代起源なら、枕草
子や源氏物語の中にもこの言葉が登場してきて
も良い筈であるが、そのような表現は全く見られ
ない。

米寿の語源談義はともかくとして、ひと昔前ま
では米寿を祝うことが出来る老人はほんの一握り
の数でしかなかった。私の父は 50 歳で脳出血を
発症、3 年余の寝たきり生活の後満 54 歳で死去
した。祖父二人は 35 歳（肺結核）と 32 歳（詳細
不明の感染症）、二人の叔父は 38 歳（直腸癌）と
73 歳（肺癌）で、兄は 84 歳（肺癌）と 69 歳（食
道癌）で死去している。朔家の DNA を引き継い
でいる男性子孫のなかで、米寿を迎えることが出
来たのは私が最初である。朔家男性の長寿記録を
私が日々更新していることになる。

私達人間は動物界、脊索動物門、哺乳網、霊長
目、ヒト科、ヒト属、ヒト種に分類される動物、
Homo sapiens（賢いヒト種という意味、ラテン
語）である。動物である以上ヒトは必ず死ぬ。動
物にとって死は絶対的なものであり、どうしよう
もないものである。しかし「誕生」と「死」とい
う絶対的なものの途中にある「加齢による変化」
は、人それぞれで異なる全く相対的なものではな
いだろうか。
「加齢による変化」の中には、私達が生きてい

く上でプラスになるものとマイナスになるものが
存在する。しかし圧倒的に多いのは「老化」と表
現されるマイナスに作用する現象であろう。若い
頃には何でもなく簡単に出来ていたことが、知ら
ぬ間に力を尽くしても出来なくなっていること
は、私達が日常生活においてよく経験することで
ある。

私のような老人にとってまず大事なことは、老
いることによって失われるものを出来るだけ少な
くすることと、老化のスピードを遅くすることで
はないだろうか。その方策として第一に挙げるべ
きことは、「若さに任せて強行していた無理な行為
を慎むこと」とともに、「若い時に行っていた良い
習慣を止めないこと」であろうと私は思っている。

私は身近な朔家の男性親族達から「老人学」を
学ぶことはできなかったが、私の周囲には素晴ら
しい老後の生活を過ごされた人達で溢れている。
満 99 歳の白寿まで矍

かくしゃく

鑠として御活躍された恩師
井口潔九州大学名誉教授（令和 3 年 9 月 5 日御逝
去）をはじめ、卒寿を過ぎてもなお現役生活を続

米寿を迎えて

老医の戯
たわ ご と

言　その1～抗老のすすめ

Letters from an aging surgeon

国立病院機構九州医療センター　名誉院長
原土井病院　原看護専門学校　顧問 朔　元 則

加齢による変化は相対的

書き続け、演じ続けながら
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けられながら令和 7 年 10 月 16 日に満 93 歳で素
晴らしい人生を全うされた畏友・原

はら

寛
ひろし

原土井病
院理事長、米寿を過ぎた現在でも元気に日常診療
や社会活動に励んでいる先輩や友人達である。

井口先生は教授職を定年退官された後も、執筆
活動や講演活動をお止めになることはなかった。
内容が外科学に関することから教育に変わっただ
けで、執筆や講演の頻度は現職教授時代より退官
後の方が多かったように思っている。

原さん（学生時代からいつも「原さん」と呼び
かけていた）も若い頃から執筆活動や講演活動に
励んでこられて、たくさんの本を出版されていた
が、高齢になられてもその勢いが衰えることは全
くなかった。80 歳になられた 2012 年（平成 24 年）
以降の出版だけでも 10 冊以上に達している。

最後に出版された本は 92 歳時の令和 7 年 5 月
31 日に出版された「医と養生の 400 年、原三信
とその時代（石風社刊）」という 148 頁に及ぶ立
派な単行本である。講演活動についても、御逝去
直前の 10 月 12 日に開催された「新老人の会」で
シンポジウムの特別発言が予定されていたのであ
るが、残念ながら御入院中のためこれは実現でき
なかった。

令和 7 年 11 月 8 日に 92 歳で逝去された俳優仲
代達矢氏は、「役者は棺の蓋が閉まるまで生涯修
業です」といつも話しておられたということであ
るが、能登半島の地震で被災した能登演劇堂での
復興公演を 6 月に終えられたばかりでの御逝去で
あったと報じられている。

老いてもなお充実した人生を送る秘訣は、働き
続けることを止めないということではないかと私
は考えている。

豊かな老後を送るためには、前述のように若い
時と同様の精神活動の維持に努めることに加え
て、肉体的な衰えを防止するための努力も必要で
あろう。日常生活において、常に肉体的健康状態
の維持に留意しながら行動しておられたのが原さ
んである。日常生活においても、常に早足で歩く
ことを意識されていた。

横断歩道の信号は老人を含めた日本人の平均歩

行スピードを勘案して「1 秒間で 1 メートル歩く
速さ」で設計されているということである。しか
し原さんの歩行スピードはその倍の速度であっ
たように思っている。階段を使って看護学校の 2
階、3 階の講義室へ移動する時には、いつも 2 段
跳びで登っておられた。私は原さんより 7 歳年下
なのであるが、いつも付いていくのに四苦八苦し
ていたものである。

食事の時も、「最初に野菜から食べましょう」
というのが原さんの口癖であった。野菜で最初に
満腹中枢を刺激して食事の絶対量を少なくしよう
というお考えである。そして「そのような行動の
大切さ」をあらゆる手段を用いてキャンペーンし
ておられた。

豊かな老後を送ることを考える時、原さんから
教えられた数々のことは私の貴重な財産である。

私はほすぴたる 1 月号の Letter のテーマと年
賀状のデザインに関しては、その年の干支に関係
するものを取り上げることを恒例としてきた。し
かし 12 年前の Letter で、今年の干支である丙

ひのえうま

午
については執筆してしまったので、干支について
新しく書く材料がなくなってしまった。

米寿を迎えた機会を捉えて、干支に代えて「老
い」について書き始めた文章が、結果的には 3 年
前に逝去された恩師井口潔先生と昨年 10 月に逝
去された畏友原寛原看護専門学校理事長の追悼文
のような内容になってしまった。御二人の影響力
の大きさを改めてしみじみと感じている。

年賀状にはペガサスに私達夫婦の似顔絵を配し
た絵を、横浜市在住の漫画家 はまのらま氏（義姉
の長男であるので私達の甥に当る人物）に描いて
貰った。ペガサスは古代人が考え出した究極のハ
イブリッドカーであると私は考えているので、米
寿を迎えた午年の 1 年間を「ペガサスに跨った気
持ちで駆け抜けたい」と思ったからである。その
まま天国まで駆け上ってしまうかも知れないが、
それはそれで大変幸福なことであると思っている。

何ともまとまりのない新年号の Letter となっ
てしまったが御笑覧いただければ幸いである。

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

ペガサスに跨ったつもりで

早足で歩き続けながら
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日本では頭、手足と区別される体の部分とし
ての胴を意味する「むくろ」という言葉が古く
から使われていました。現在むくろ（骸）とい
う言葉は、もっぱら死体を意味する言葉となっ
ていますが、以前は生死に関わらず躯幹を意味
していました。例えば平家物語の四の巻鵼の段
では、「頭は獣、むくろは狸、尾はくちなは、
手足は虎」とあり、「むくろ」は単に胴体を指
しています。ところが戦記物語において討ち
取った武者を斬首して首実検をすることから、
手柄に直結する頭が重要視されるようになりま
す。その結果頭を切り離された死体の胴体を
「むくろ」と呼ぶようになります。やがて頭部
の有無については顧慮されなくなり、魂が脱け
たものとして、「むくろ＝死骸」の意味が確立
していきます 1）。現代では、例えば、

好きな女の所に行けないことが、人間生身
のままで殺されると分ったのだ。ここに居
たのではいきながらの骸

むくろ

だ。
（松本清張『海嘯』）

という具合に使われます。
結局、躯幹部に相当する言葉として、「大腸」

を意味する漢語の「胴」が当てられることにな
りました。古代から死体の意味を担ってきた和
語としては「かばね」があります。

海行かばみづく屍
かばね

山行かば草むす屍
かばね

大君の
辺
へ

にこそ死なめ             　（万葉集4094）
その後漢語の「死（屍）骸」「遺骸」が死体

を指す言葉として定着していきます。現刑法で
は、即物的に「死体」と呼んでいますが、死ん
だからといって、すぐ「もの」扱いになるわけ
ではないので、一般には死体に敬意、敬弔の意
を表し「遺体」と呼びます。臨床の現場では、
さらに「遺体」に「ご」をつけて「ご遺体」と
呼んでいるでしょう 2）。近年ペットは家族とみ
なされるようになってきていますが、愛犬や愛
猫が死んだときに葬儀会社は「ご遺体」と呼ん

でいるのでしょうか。
「かばね」は死体の直接的表現であることか

ら、それを忌み嫌い魂（古語でいう「たま」）
の脱けた「から（殻）」と婉曲的に表現される
ようになります。ここから遺体としての「から
だ」という言葉が使われるようになります。
「むくろ」が最初生死にかかわらず使われ、次
第に死体の意味に限定される方向で使われるよ
うになったのとは対照的に「からだ」は死んだ
ものに限定されず、身体一般を指す言葉として
用いられるようになります。その後を埋めるよ
うなった言葉として「なきがら（亡骸）」があ
ります。

文芸評論家の江藤淳が自殺した際の遺言には
「脳梗塞の発作に遭いし以来の江藤淳は形骸に
過ぎず」と記されていました。頭脳明晰な彼に
とって、麻痺のため思いのままにならない体
は、亡骸のようなものだったのでしょう。脳血
管障害による死亡率は減少しましたが、このよ
うな苦しみを抱える人がいなくなるよう今後神
経機能を回復させる医療がますます発展するこ
とを切に祈ります。

国立病院機構都城医療センター
院 長 吉住 秀之

人体旅行記　胴（その二）

essay

1）首実検の対象となる武将とその必要もない雑兵
の死体の区別は論功行賞で大切なことでした。
合戦で討ち取った敵の頭（いわゆる「首」）も
真っ先に討ち取ったものを「一番首」、大物の
敵の首を「よき首」と称して首にも格付けがさ
れていました。その実績は「首帳付」という役
人が記録して、論功行賞が行われるシステムで
した。いつの世も現場の人間には実績評価がつ
いてまわっていたのですね。源平合戦の時代の
白兵戦から足軽が登場してくる戦国時代にかけ
て鉄砲などの火器による戦闘へと変わること
で、敵の死体の価値かどう変化したのか興味深
いところです。

2）以前亡くなった患者のご遺族に剖検の依頼をする
際に、何事も経験だからと同席した研修医に説
明させたところ、「死体を切り刻んで精査し」
と切り出され仰天したことがありました。
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私のリフレッシュタイム
の
広
場

福
精
協

医療法人小倉蒲生病院

安武 竜太看護師

私は、看護師として勤めること 15 年、また

同時に精神科看護師として 15 年が経とうとし

ています。

看護師の仕事は、患者さんの命に係わる業務

のため、常に高い緊張感を保ちつつ、ミスが許

されないプレッシャーなど責任感の重みがあ

り、またシフト制で不規則な勤務時間など肉体

的な疲労も大きいと言われています。

どんな仕事であってもストレスはつきもので

す。仕事で最高のパフォーマンスを出すにはや

はり自分自身健康であり、また休日にどうリフ

レッシュしているかというのは私自身大切なこ

とだと感じております。

そんな私の現在のリフレッシュはゴルフで

す。職場の先輩、地元の友人、看護学校時代の

同級生など少ない人数ですけど一緒にゴルフ場

でラウンドすることがすごく楽しく心身のリフ

レッシュとなっています。ちなみにゴルフとの

出会いは入職時、当時の師長に誘われて始めた

のがきっかけです。思い返すと私は、幼少期か

ら体を動かすことが好きで、小学生の頃はミニ

バスケットボール、中学生の頃は陸上、高校生

の頃はサッカーと様々なスポーツに触れ汗を流

してきました。その他、北九州マラソンを仲間

とともに完走したり、行橋から別府の 100 キロ

ウォークを完歩したりもしました。年は取れ

ど、私は兎にも角にも体を動かす事が好きなの

でしょう。

話はゴルフに戻します。私がゴルフを始めた

のは入職と同時なのでかれこれ 15 年になりま

す。始めたころは、止まったボールにも関わら

ず右に左に山に崖にと飛んでいきます。しか

し、先輩方に迷惑をかけるわけにもいかず山で

あろうが、崖であろうが若かりし頃に鍛えた脚

力で駆け上がっていったものです。しかしなが

ら、最近ようやくまっすぐに飛ぶようになって

きて更に楽しくなってきています。（YouTube

には色々な動画や先生がいますので参考にさせ

てもらっています）ベストスコアは９８と、

やっている方にしてみればたいした腕前ではな

いことはお分かりでしょうけども。しかし、

やっている方に言わせると一番おもしろい時期

だそうです。ラウンドの日は 5時起きだろうが

目覚まし時計は必要ありません。気持ちが高ぶ

ります。なかなかうまくいかない事の方が多い

ですが、これが私の最高のリフレッシュタイム

となっています。

ちなみに、私は病棟看護師でもあるため、勤

務は不定期なので平日休みがほとんどです。そ

の平日だと休日料金に比べて半額程度で行ける

のもひとつお得にに感じられるポイントです。
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◎福岡県私設病院協会 令和７年 11月～ 12 月の動き

◎令和７年度　第８回理事会
日　時　11月11日（火）午後４時〈会議室〉
議　題　

１．会長あいさつ　
２．協議事項

⑴ 会員異動について
⑵ 研修会について
⑶ 地域医療構想について
⑷ 役員の活動状況の福私病ニュー

スへの掲載について
３．会議報告
４．報告事項

⑴ 私設病院協会　⑵ 看護学校　
⑶ 医療関連協業組合　⑷ 全日病、
日慢協、日医法人協　他連絡　
⑸ その他

◎事務長会運営委員会
日　時　11月20日（木）午後３時〈会議室〉
議　題　

１．協議事項
⑴ 職場環境について
⑵ 地域医療構想に関する情報交換

２．報告事項

◎ 11月研修会〈参加数　78名〉
日　時　11月26日（水）午後３時

　　　〈警固神社社務所ビル５階　嘉辰〉
演　題　「地域包括ケア時代の民間病院の役割

～多職種協働フラット型チーム医療
で『治し支える医療』への転換を本
格化～」

講　師　社会医療法人祐愛会 織田病院
理事長　織田 正道　氏

　 
◎看護部長会運営委員会
日　時　12月５日（金）午後３時〈会議室〉

議　題　
１．協議事項

⑴ 11 月研修会の振り返り
⑵ ストレスマネジメント、新人ス

タッフ・管理職スタッフのメン
タルヘルス

⑶ 患者、家族からの暴力やハラス
メント対策について

２．報告事項

◎総務委員会

日　時　12 月９日（火）午後３時 15 分〈会議室〉
議　題　

１．協議事項
⑴ 空調設備の更新について
⑵ その他

◎広報委員会
日　時　12 月９日（火）午後３時 45 分〈事務室〉
議　題　福私病ニュースの編集について　他
　
◎令和７年度　第９回理事会
日　時　12月９日（火）午後４時〈会議室〉
議　題　

１．会長あいさつ　
２．協議事項

⑴ 会員異動について
⑵ 研修会について
⑶ 地域医療構想について
⑷ 役員の活動状況の福私病ニュー

スへの掲載について
３．会議報告
４．報告事項

⑴ 私設病院協会　⑵ 看護学校　
⑶ 医療関連協業組合　⑷ 全日病、
日慢協、日医法人協　他連絡　
⑸ その他
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日　時　令和 7 年 12 月 2 日（火）16：30 ～ 16：50
場　所　オリエンタルホテル福岡 

博多ステーション　2F フェスタ
出席者（敬称略）
副会長　平
理　事　壁村専務理事、岩永総務理事、伊東財務

理事、中房企画理事、岩﨑、大村、志波、
谷口（修）、谷口（雅）、津留、中尾、松浦、
本村、山下、横倉、渡邉　　　

計 17 名（理事総数 22 名）
監　事　野村、楠原
副議長　樋口

Ⅰ　行政等からの通知文書　
　壁村専務理事から、特に報告等を要するものはな
いとの報告があった。

Ⅱ　公益目的事業関係
１　報告事項
（１）各種委員会・研修会関係
【開催結果】
ア　第 66 回診療情報管理研究研修会

岩﨑担当理事から、報告があった。
日　時　令和 7 年 9 月 22 日（月）
場　所　九州大学医学部百年講堂 1F 

大ホール
参加者　108 名
講演１　「病院経営を考える」
　講師　九州大学病院

病院長特任補佐　西山　謙
　座長　株式会社麻生飯塚病院

院長　本村 健太
講演２　「飯塚病院における健全経営への取

り組み」
　講師　株式会社麻生飯塚病院 

経営企画室 副室長　原田 智史
　座長　国立病院機構九州医療センター 

院長　岩﨑 浩己
シンポジウム　「聞きたい、教えたい DPC」

1）診療情報管理士が行う DPC 監査によ
る病院経営への影響について
国立病院機構九州医療センター　
医療情報管理センター
医療情報管理係長　皆元 麻里加

2）当院の DPC 管理について
株式会社麻生飯塚病院 
診療情報管理室　中嶋 るみ

3）経営改善に向けて DPC の面から出切
る事
福岡県済生会福岡総合病院 DPC マネ
ジメント室 室長　土橋 佳代子

　　座長　福岡県済生会八幡総合病院 
医事課 課長　塩塚 康子
社会医療法人シマダ 嶋田病院 
診療支援部 部長　今村 知美

全体質疑応答
　　司会　医療法人原三信病院

企画情報室 診療情報管理課 
課長　長峰 麻衣子

イ　第 16 回県民公開医療シンポジウム
岩永運営委員長から、報告があった。
日　時　令和 7 年 9 月 27 日（土）

14：00 ～ 16：00
会　場　アクロス福岡　国際会議場
参加者　80 名（一般参加 63、講師、役員等

10、スタッフ 8）
テーマ　『健康で長生きするためのヒント

～あなたの体力、睡眠、そして肺
炎の予防は？～』

講演１　「フレー、フレー！フレイル知らず
の明るいシニア生活のために」
誠愛リハビリテーション病院　
院長　長尾 哲彦　

講演２　「良い睡眠のために」
国立病院機構福岡病院睡眠セン
ター 前センター長　中野　博

講演３　「肺炎とその予防」　
産業医科大学病院 副病院長
産業医科大学 医学部 
呼吸器内科学 教授　矢寺 和博

座長　公益社団法人福岡県病院協会  
総務理事
久山療育園重症児者医療療育セン
ター センター長　岩永 知秋

質疑応答
      

ウ　第 73 回栄養管理研修会（Web 開催）
岩永担当理事から、報告があった。
配信日　令和 7 年 10 月 18 日（土）

■福岡県病院協会だより

● 第 99 回 理事会報告
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8：55 ～ 13：50
オンデマンド配信　令和 7 年 10 月 19 日（日）

～ 10 月 24 日（金）
開催方法　Web 配信（Zoom ウェビナー）
参加者　53 名
テーマ　「高齢化社会を生き抜くために必要

な多角的アプローチ」
講演１　「緩和ケアにおける” 食べる”の意

味を見つめ直す」
　講師　福岡大学病院 がんセンター 

緩和ケア認定看護師　堀田 彩美
講演２　「認知症の早期発見、早期関与」
　講師　医療法人相和会中村病院 

医師　森田 喜一郎
講演３　「高齢糖尿病患者の食事・運動・薬

物療法」
　講師　医療法人輝栄会福岡輝栄会病院 

糖尿病・肥満症センター 
センター長　田尻 祐司

エ　第 174 回看護研修会
中房担当理事から、報告があった。
日　時　令和 7 年 10 月 24 日（木）　

9：00 ～ 16：30
場　所　ナースプラザ福岡 1F「研修ホール」
共　催　公益社団法人福岡県看護協会
定　員　100 名
テーマ　看護補助者の活用推進のための看護

管理者研修（2024 年度改訂版、診
療報酬加算対象）

研修内容 
① 講 義（DVD 視聴）

看護補助者の活用推進の背景／看護補
助者の位置づけ／看護補助者との協働
に関する基本的な考え方／業務実施体
制の整備／看護職への教育体制の整備
／看護補助者の労働環境の整備及び確
保等／看護補助者の育成・研修・能力
評価

② 演 習　
看護補助者と協働のための体制整備に
関する課題に対する対策案の作成

　　　
オ　第 2 回臨床検査委員会

谷口雅彦担当理事から、報告があった。
日　時　令和 7 年 10 月 30 日（木）16：30 ～

場　所　TKP 博多駅筑紫口ビジネスセン
ター　302 会議室

議　題　１．第 10 回臨床検査研修会（令和
8 年 3 月 7 日（土））の開催に
ついて

カ　第 10 回病院研修会
壁村委員長から、報告があった。
日　時　令和 7 年 11 月 6 日（木）18：00 ～

20：15（受付開始 17 時 30 分）
会　場　西鉄イン福岡 2F 大ホール
参加者　112 名
テーマ　「病院経営苦難の時代を乗り越える !」
講演１　『 VUCA の時代の医療経営 』 
　講師　一般社団法人日本病院会 副会長

社会医療法人天神会新古賀病院 
総病院長　島   弘志  

　座長　社会医療法人財団白十字会白十字
病院 病院長　渕野 泰秀

講演２　『 攻めながらソフトランディング 』           
　講師　佐賀県病院協会 会長

社会医療法人祐愛会織田病院　
理事長　織田 正道

　座長　公益社団法人福岡県病院協会 理事
医療法人西福岡病院 院長　
渡邉 憲太朗

講演３　『 不確実性の時代：3 つの視点で
生き残れ！「病床管理 PFM」「戦
略的増患」「働き方改革」〜筋肉質
医療とデータ活用術〜 』　　　　

　講師　（株）グローバルヘルスコンサルティ
ング・ジャパン
コンサルティング部門 
シニアマネジャー　塚越 篤子

　座長　公益社団法人福岡県病院協会
専務理事
福岡県済生会二日市病院 院長　
壁村 哲平

キ　令和 7 年度診療情報管理研究研修会第 2 回
グループワーク研修会
岩﨑担当理事から、報告があった。
日　時　令和 7 年 11 月 19 日（水）

14：00 ～ 17：00
場　所　九州大学医学部百年講堂 
参加者　30 名

福岡県病院協会だより
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福岡県病院協会だより

内　容
〇概　略

各医療機関の診療情報管理の担当者を対
象とし、複数のグループにわけ、悩み・課
題を経験含めて解決策を検討・議論する。

〇目　的
各医療機関では１人担当者が多く、医療
機関を超え、福岡での仲間を通し、運用・
ルールづくりでの意見交換、アドバイス
をもらい、日々の業務に反映せきるよう
に勉強できる環境を目指す。

〇カテゴリー　
診療録全般、適時調査・病院機能評価、
診療録監査、情報二次利用
医事と診療情報（DPC 含む）、電子カルテ

【開催予定】
ア　第 22 回リハビリテーション研修会

横倉担当理事から、説明があった。
日　時　令和 7 年 12 月 20 日（土）

12：55 ～ 16：00（受付開始 12：30） 
会　場　西鉄イン福岡 2F 大ホール
基調講演　 「がん共生時代のがん患者への

リハビリテーション医療地域包
括ケアにおけるそれぞれの役割
― 活動を育む ―」

　　講師　社会医療法人雪の聖母会聖マリア
病院 リハビリテーション科　
診療部長　相良 亜木子

　　座長　福岡県病院協会リハビリテー
ション委員会委員長
久留米大学リハビリテーション
センター センター長　
教授　松瀬 博夫

シンポジウム　「がんの共生時代に求められ
る地域リハビリテーション
の役割と実践」

　座長　福岡県病院協会リハビリテー
ション委員会委員
国立病院機構福岡東医療セン
ター 院長　中根　博

（１）　「がん患者さんを支えるリハビリ
テーション ～看護師の視点から～」

　講師　国立病院機構福岡東医療セン
ター 看護部長・がん専門看護師
土井 晴代

（２）　「地域連携におけるがんリハビリテー
ション」

　講師　久留米大学病院 リハビリテー
ション部 理学療法士　
中村 光希

（３）　「その人らしい生活を支援する地域
リハビリテーション ～作業療法士
の視点から～」

　講師　医療法人原三信病院　
リハビリテーション科 
理学療法士　黒木 勝仁

（４）　「がん患者と地域をつなぐ ～ソー
シャルワーカーの視点から～」

　講師　国立病院機構九州がんセンター
ソーシャルワーカー　
松尾 由佳

イ　第 175 回看護研修会：認知症看護実践力向上研
修Ⅶ（診療報酬加算対象）
山下担当理事から、説明があった。
日　時　令和 8 年 1 月 28 日（水）

10：00 ～ 15：30
令和 8 年 1 月 29 日（木）
 9：00 ～ 16：30

場　所　九州大学医学部百年講堂　中ホール
定　員　162 名
研修内容　認知症の原因疾患と病態・治療／

入院中の認知症患者に対する看護
に必要なアセスメントと援助技術
／コミュニケーションの方法及び
療養環境の調整方法／行動・心理
症状（BPSD）／認知症に特有な倫
理的課題と意思決定支援／在宅に
向けた看護・介護連携、退院支援
など	

Ⅲ　収益目的事業、法人関係
１　報告事項

（１）各種委員会・研修会関係
【開催結果】
ア　ほすぴたる編集委員会

壁村専務理事から、報告があった。
日　時　令和 7 年 11 月 11 日（火）17：45
場　所　福岡県医師会館 2F 事務局と WEB

のハイブリッド
議　題　1．11 月号の現況について
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２．1 月号の編集計画について
３．令和 8 年年賀広告の掲載について

【開催予定】
ア　ほすぴたる編集委員会

壁村専務理事から、説明があった。
日　時　令和 8 年 1 月 13 日（火）17：45
場　所　福岡県医師会館 2F 事務局と WEB

のハイブリッド
議　題　１．1 月号の現況について

２．3 月号の編集計画について
３．令和 8 年度表紙の色について
４．令和 8 年度「ほすぴたる」

制作・出版契約について

（２）第 1 回臨時理事会（みなし理事会）の議事
録について
壁村専務理事から、中村会長承諾を得てい
ると報告があった。

（３）9 月、10 月の収支報告について
伊東財務理事から、報告があった。

（４）会員変更について
社会医療法人北九州病院 北九州総合病院

（北九州市小倉北区）

永
な が た

田直
な お

幹 前院長 → 日
ひ ぐ れ

暮愛
あいいちろう

一郎 院長
医療法人井上会 篠栗病院（糟屋郡篠栗町）

陣
じんのうち

内 重
じゅうざぶ

三 前院長 → 陣
じんのうち

内裕
ゆ う こ

子 院長
田川市立病院（田川市）

松
まつぐま

隈哲
て つ と

人 前院長 → 荒
あ ら き

木　優
まさる

 院長
壁村専務理事から、報告があった。

（５）任期満了に伴う福岡県構想区地域医療構想
調整会議の委員の推薦について
壁村専務理事から、任期満了に伴い福岡県
から後任の委員の推薦依頼があったため、
五役会で協議し下表のとおり推薦したとの
報告があった。　
	

（６）協会けんぽバイオシミラーセミナーの後援
について（依頼）
壁村専務理事から、協会けんぽから後援依
頼があったもので、五役会で協議し、後援
を許可したとの報告があった。

２　協議事項　
（１）カネミ倉庫 ㈱との油症治療費の支払いに

関する契約について
壁村専務理事から同社からの願い出につい
て説明が行われ、契約更新を行うことが承
認された。

構想区域名 所属・役職 役職等 新委員名 新規・継続

九州大学病院 病院長

福岡赤十字病院 院長

国立病院機構福岡東医療センター 院長

宗像医師会病院 院長

福岡県済生会二日市病院 院長

朝倉医師会病院 院長

久留米大学病院 院長

公立八女総合病院 企業長・院長

国立病院機構大牟田病院 院長

飯塚病院 院長

医療法人相生会宮田病院 院長

一般財団法人福岡県社会保険医療協会 名誉院長

国立病院機構小倉医療センター 名誉院長

医療法人博愛会京都病院 顧問

県 全 域

福岡・糸島

粕 　 屋

宗 　 像

筑 　 紫

朝 　 倉

久 留 米

八女・筑後

有 　 明

飯 　 塚

直方・鞍手

田 　 川

北 九 州

京 　 築

会 　 長

企 画 理 事

会 　 員

財 務 理 事

専 務 理 事

理 　 事

副 会 長

会 　 員

会 　 員

理 　 事

会 　 員

（会員病院）

中 村　 雅 史 継 続

新 規

継 続

継 続

継 続

継 続

継 続

継 続

継 続

継 続

継 続

継 続

継 続

継 続

理 　 事

（会員病院）

中 房　 祐 司

中 根　　 博

伊 東　 裕 幸

壁 村　 哲 平

志 波　 直 人

野 村　 政 壽

田 中　 法 瑞

川 崎　 雅 之

本 村　 健 太

中 山　 眞 一

田 中　 裕 穂

山 下　 博 德

岡 松　 秀 一

福岡県病院協会だより



　　「ほすぴたる」No.782（2026 年１月号）／ 21

３　行事予定 
壁村専務理事から、報告があった。

 （１）令和 7 年 12 月
ア　第 15 回参与・各種委員会正副委員長・役

員懇談会
日　時  令和 7 年 12 月 2 日（火）

17：00 ～  ※ 理事会から引き続き
会　場  オリエンタルホテル福岡 

博多ステーション	
※ 懇親会開催

イ　第 22 回リハビリテーション研修会
日　時　令和 7 年 12 月 20 日（土） 12：55

～ 16：00（受付開始 12：30） 
会　場　西鉄イン福岡 2F 大ホール

（２）令和 8 年 1 月
ア　ほすぴたる編集委員会・五役会

日　時　令和 8 年 1 月 13 日（火）
① 17：45 ～ほすぴたる編集委員会
② 18：00 ～五役会

場　所　福岡県医師会館事務局（ほすぴた
る編集委員会はハイブリッド）

イ　第 29 回四県病院協会連絡協議会について 
日　時　令和 8 年 1 月 23 日（金）15：00 ～
場　所　ホテルグランヴィア岡山

ウ　第 175 回看護研修会【認知症看護実践力向
上研修会】
日　時　令和 8 年 1 月 28 日（水）

～ 1 月 29 日（木）
場　所　九州大学医学部百年講堂 中ホール

（３）令和 8 年 2 月
ア　五役会

日　時　令和 8 年 2 月 10 日（火）18：00 ～
場　所　福岡県病院協会事務局

     
イ　令和 7 年度診療情報管理研究研修会第 3 回

グループワーク
日　時　令和 8 年 2 月 19 日（木）

14：00 ～ 17：00
場　所　九州大学医学部百年講堂

      
ウ　第 100 回理事会

日　時　令和 8 年 2 月 24 日（火）16：00 ～
場　所　福岡県中小企業振興センター　

501 号室

福岡県病院協会だより
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〒 830-0011
久留米市旭町 67 番地
電 話（0942）35-3311　FAX（0942）32-6278
U R L https://www.hosp.kurume-u.ac.jp
E-mail kanrika@kurume-u.ac.jp

野　村　政　壽病院長

〒 807-8556
北九州市八幡西区医生ケ丘１番 1 号
電 話（093）603-1611 ㈹　FAX（093）691-8892
U R L https://www.uoeh-u.ac.jp/hospital.html 

病院長 田　中　文　啓

産業医科大学病院
H o s p i t a l  o f  t h e  U n i v e r s i t y  o f  O c c u p a t i o n a l  a n d  E n v i r o n m e n t a l  H e a l t h ,  J a p a n

〒 810-0180
福岡市城南区七隈七丁目 45 番１号
電 話（092）801-1011　FAX（092）862-8200
U R L https://www.hop.fukuoka-u.ac.jp

三　浦　伸一郎病院長

Fukuoka University Hospital

〒 812-0033
福岡市博多区大博町１番８号
電 話（092）291-3434　FAX（092）291-3424
U R L https://www.harasanshin.or.jp/

医療法人 原三信病院
H a r a s a n s h i n  H o s p i t a l

理事長

院　長

平　　祐　二
原　　直　彦

謹賀
新年
2026

〒 812-8582
福岡市東区馬出 3 丁目 1 番 1 号
電 話（092）641-1151　FAX（092）642-5008
U R L https://www.hosp.kyushu-u.ac.jp

九州大学病院
KYUSHU UNIVERSITY HOSPITAL
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〒 803-8505
北九州市小倉北区金田 1 丁目 3 番 1 号
電 話（093）571-1031　FAX（093）591-0553
U R L https://shin-kokura.or.jp
E-mail kkr-shinkokura@shin-kokura.gr.jp

塚　本　　浩病院長

新小倉病院
国 家 公 務 員 共 済 組 合 連 合 会

中　房　祐　司院　長

病院長 樋　口　雅　則

〒 819-0002
福岡市西区姪の浜２丁目２－50
電 話（092）881-0536
FAX（092）883-8761
U R L https://heartnet.hp.jp

当院のホームページ

壁　村　哲　平院　長

〒 818-8516
筑紫野市湯町三丁目 13 番 1 号
電 話（092）923-1551　FAX（092）924-5210
U R L https://www.saiseikai-futsukaichi.org

福岡県済生会二日市病院
社会福祉法人 恩賜

財団 済生会支部

〒 811-2501
福岡県糟屋郡久山町大字久原 1869
電 話（092）976-2281
FAX（092）976-2172

社会福祉法人
バプテスト心身障害児（者）を守る会

久山療育園重症児者医療療育センター

宮　㟢　信　義
岩　永　知　秋

理事長

センター長

〒 802-8561
北九州市小倉北区馬借二丁目 1 － 1
電 話（093）541-1831　FAX（093）533-8693
U R L https://www.kitakyu-cho.jp
E-mail byou-iryou-kanri@kitakyu-cho.jp

中　西　洋　一
中　野　　　徹

理事長

院　長

Kitakyusyu  Municipal  Medical  Center
北九州市立医療センター
地方独立行政法人 北九州市立病院機構
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〒 820-0206
福岡県嘉麻市鴨生 532 番地
電 話（0948）42-1114　FAX（0948）42-4790

西　野　豊　彦

医療法人 ユーアイ

冨　田　昌　良病院長

〒 819-1112
福岡県糸島市浦志 532 番地 1
電 話（092）322-3631　FAX（092）322-1206
U R L https://itomedhp.jp

地域医療支援病院

糸島医師会病院
ITOSHIMA MEDICAL ASSOCIATION HOSPITAL

〒 813-8588
福岡市東区青葉六丁目 40 番 8 号
電 話（092）691-3881　FAX（092）691-1059
U R L https://www.haradoi-hospital.com

理事長

院　長

原　　　祐　一
野　村　秀　幸

〒 812-0046
福岡市博多区吉塚本町 13 番 1 号
電 話（092）632-1111　FAX（092）632-0900
U R L https://shiminhp.fcho.jp
E-mail s-keiei@fukuoka-city-hp.net

堀　内　孝　彦病院長

福 岡 市 民 病 院
地方独立行政法人 福岡市立病院機構

〒 811-0213
福岡市東区和白丘２－２－ 75
電 話（092）608-0001　FAX（092）607-3051
U R L https://www.f-wajirohp.jp

福岡和白病院
社会医療法人財団 池友会

蒲　池　浩　文院　長

〒 813-0002
福岡市東区下原 2 丁目 24 番 36 号
電 話（092）662-3200　FAX（092）662-3303
U R L www.kashii-rh.net
E-mail info@kashii-rh.net

松　尾　義　孝院　長

KASHIIGAOKA  REHABILITATION  HOSPITAL

社会医療法人財団 池友会

香椎丘リハビリテーション病院

理事長
院　長
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〒 815-8588
福岡市南区塩原三丁目 23 番１号
電 話（092）541-4936　FAX（092）541-4540
U R L https://www.kyuchu.jp

北　園　孝　成病院長

〒 813-0017
福岡市東区香椎照葉 5 丁目 1 番 1 号
電 話（092）682-7000　FAX（092）682-7300
U R L https://childhp.fcho.jp

地方独立行政法人 福岡市立病院機構

福岡市立こども病院
F u k u o k a  C h i l d r e n ' s  H o s p i t a l

楠　原　浩　一院　長

理事長

院　長

中　村　奎　吾
野　本　健　一

つくし会病院医療
法人

〒 816-0902
大野城市乙金３丁目 18 番 20 号
電 話（092）503-2261　FAX（092）503-2474
U R L http://tsukushi-kai.com/
E-mail general-tsukushikai@awa.bbiq.jp

〒 818-0125
福岡県太宰府市五条 3 丁目 8 番 1 号
電 話（092）922-3137　FAX（092）924-4060
U R L https://www.dazaifu-hsp.jp/
E-mail info@dazaifu-hsp.jp

小　嶋　享　二院　長

福岡県立精神医療センター

太宰府病院
Fukuoka Pretectural Psychiatric Center Dazaifu Hosupital

〒 811-3298
福岡県福津市日蒔野５丁目７番地の１
電 話（0940）34-3111　FAX（0940）43-5981
U R L https://www.suikokai.or.jp

社会医療法人水光会

宗像水光会総合病院
ＭＵＮＡＫＡＴＡ ＳＵＩＫＯＫＡＩ ＧＥＮＥＲＡＬ ＨＯＳＰＩＴＡＬ

津　留　英　智理事長

院　長 田　山　慶一郎

〒 814-0143
福岡市城南区南片江 6 丁目 2 番 32 号
電 話（092）864-1212　FAX（092）865-4570
U R L http://www.sakurahp.or.jp/

医療法人社団 江頭会

さくら病院

江　頭　啓　介
江　頭　省　吾

理事長

院　長
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伊　東　裕　幸院　長

〒 811-3431
福岡県宗像市田熊五丁目５番３号
電 話（0940）37-1188　FAX（0940）37-0016
U R L http://www.mmah.jp

MUNAKATA MEDICAL ASSOCIATION HOSPITAL
宗像医師会病院

〒 819-8555
福岡市西区生の松原３丁目 18 番８号
電 話（092）881-1331　FAX.（092）881-1333
U R L https://nishifukuhp.or.jp

理事長

院　長

安 藤　真理子
渡 邉　憲太朗

救急病院　開放型病院　臨床研修病院指定
創立 71 周年（1955 年創立）

日本医療機能評価機構認定病院（３rdG:Ver2.0)

医療
法人西福岡病院

〒 814-8522
福岡市早良区祖原 15 番 7 号
電 話（092）831-1211　FAX（092）831-3398
U R L https://www.nishijin.fukuoka-u.ac.jp　

病院長 山　本　卓　明

福岡大学西新病院
Fukuoka University Nishijin Hospital

〒 802-0835
北九州市小倉南区大字堀越 358 番地
電 話（093）962-1950　FAX（093）963-1075
U R L https://tsutsumikokura.com/
E-mail horiko@lime.ocn.ne.jp

堤　　 康　 博

堤小倉病院
医療法人 成康会

〒 821-0012
福岡県嘉麻市上山田 1287
電 話（0948）52-1105　FAX（0948）52-1926
URL  http://www.chikuzankai.com/

松　岡　嘉　宣
古　賀　勝　治

医 療 法 人 社 団　 筑 山 会

松 岡 病 院

〒 814-0193
福岡市早良区田村 2 丁目 15 番1 号
電 話（092）801-0411　FAX（092）801-0459
U R L https://h.fdcnet.ac.jp
E-mail byouin@fdcnet.ac.jp

水　田　祥　代
鳥　巢　浩　幸

理事長

病院長

理事長

院　長

学校法人 福岡学園

福岡歯科大学
医科歯科総合病院
FUKUOKA DENTAL COLLGE
Medical & Dental Hospital

理事長
院　長
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鴻　江　俊　治田 川 市
病院事業管理者

病 院 長 荒　木　　　優
〒 825-8567
福岡県田川市大字糒 1700 番地 2
電 話（0947）44-2100　FAX（0947）45-0715
U R L https://hospital.city.tagawa.fukuoka.jp
E-mail shiritsubyouin@lg.city.tagawa.fukuoka.jp

田川市立病院

〒 830-8577
福岡県久留米市天神町 120
電 話（0942）38-2222　FAX（0942）38-2255
URL  https://www.tenjinkai.or.jp

古　賀　伸　彦理事長

古賀病院グループ

〒 811-2416
福岡県糟屋郡篠栗町田中 1 丁目 10 番 1 号
電 話（092）947-0711　FAX（092）947-0715
U R L http://www.sasaguri.or.jp
E-mail info@sasaguri.or.jp

陣　内　重　三
陣　内　裕　子定　永　倫　明院　長

〒 810-0001
福岡市中央区天神一丁目三番四六号
電 話（092）771-8151　FAX（092）716-0185
U R L https://www.saiseikai-hp.chuo.fukuoka.jp
E-mail byoin@saiseikai-hp.chuo.fukuoka.jp

福岡県済生会福岡総合病院
社会福祉法人 恩賜

財団 済生会支部

〒 810-8539
福岡市中央区長浜３丁目３番１号
電 話（092）721-0831　FAX（092）714-3262
U R L https://hamanomachi.kkr.or.jp
E-mail info@hamanomachi.jp

谷　口　修　一病院長

〒 834-0034
福岡県八女市高塚 540 番地 2
電話（0943）23-4131 ／ FAX（0943）22-3185

URL. https://www.hosp-yame.jp

田 中　法 瑞院　長

公立八女総合病院
Yame General Hospital

S A S A G U R I  H O S P I T A L

理事長

院　長

社会医療法人 天神会
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理事長

院　長

横　倉　義　武
横　倉　義　典

〒 839-0215
福岡県みやま市高田町濃施 480 番地 2
電 話（0944）22-5811　FAX（0944）22-2045
U R L https://yokokura-hp.or.jp
E-mail info@yokokura-hp.or.jp

〒 837-0916
福岡県大牟田市大字田隈 950 －１
電 話（0944）56-1119　FAX（0944）56-2077
URL  http://www.sugi-hosp.jp

救急病院　指定自立支援医療機関（更生医療）
杉循環器科内科病院
医療法人シーエムエス

理事長

院　長

杉　　　健　三
大内田　昌　直

井手　義雄理事長

〒 830-8543　福岡県久留米市津福本町 422 番地
電 話（0942）35-3322　FAX（0942）34-3115
U R L https://www.st-mary-med.or.jp/top.php

谷口　雅彦病院長

〒 830-0047 福岡県久留米市津福本町 448 番 5
電 話（0942）35-5522　FAX（0942）34-3306
U R L https://www.st-mary-health.jp

井手　　睦病院長〒 830-0054
福岡県久留米市藤光町 965番地2
電 話（0942）51-3838　FAX（0942）51-3535
U R L https://www.kyueikai.jp
E-mail kouradai-web@kyueikai.jp

医療法人社団 久英会

高良台リハビリテーション病院KYUEIKAI

理事長

院　長

中　尾　一　久
永　田　　　剛

〒 820-0088
福岡県飯塚市弁分 633 － 1
電 話（0948）22-2980　FAX（0948）24-3812
U R L https://iizukacityhp.jp/

武　冨　　章管理者

〒 812-0863
福岡市博多区金の隈３丁目 24 番 16 号
電 話（092）504-0097　FAX（092）504-1502
U R L https://kanenokuma-hp.jp

金 隈 病 院
医療法人相生会

院　長 田 中 洋 輔

飯塚市立病院

公益社団法人

地域医療振興協会
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〒 811-3195
福岡県古賀市千鳥 1 丁目 1 番 1 号
電 話（092）943-2331　FAX（092）943-8775
U R L https://fukuokae.hosp.go.jp
E-mail 605-shomu@mail.hosp.go.jp

中　根　　　博院　長

独立行政法人 国立病院機構

福岡東医療センター

河　野　正　美理事長

院　長

医療法人 済世会

河野名島病院
KAWANO NAJIMA HOSPITAL

津　田　泰　夫

〒 813-0043
福岡市東区名島４丁目 28 － 53
電 話（092）681-5231　FAX（092）672-1525
U R L https://www.kawano-hp.com
E-mail kawanonajima@kawano-hp.com

掲載は受付順にさせていただきました。

第 23 回 リハビリテーション研修会のご案内
日　時　　令和８年３月９日（月）　受付 18：30～20：15

会　場　　九州大学医学部百年講堂（福岡市東区馬出３丁目１番１号）

対象者　　医師、看護師、作業療法士、理学療法士、言語聴覚士、

　　　　　歯科衛生士、管理栄養士、医事課職員、その他関係職員等

参加料　　会員病院　　１人につき　3,000円（資料代500円含む）

　　　　　会員外病院　１人につき　4,500円（資料代500円含む）

定　員　　300名（先着順）

申込締切　令和８年２月25日（水）

講師：一般社団法人日本病院会 常任理事
日本病院団体協議会 診療報酬実務者会議 委員長
社会医療法人水光会 宗像水光会総合病院 理事長　                津留 英智 先生

＊お問合せは福岡県病院協会事務局（TEL 092-436-2312 ／ E-mail fukuoka-kenbyou@globe.ocn.ne.jp）までお願いいたします。

【基調講演】　　                                                                                                                                                      19：00 ～ 20：00

「令和８年度診療報酬改定に向けたリハビリテーションの在り方」

質疑応答 　　                                                                                                                                                                                                            20：00～20：15
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ほすぴたる

新年あけましておめでとうございます。

ほすぴたる 782 号をお届けします。

本号の巻頭には、福岡県知事の服部誠太

郎様、そして福岡県医師会会長の蓮澤浩

明様より、年頭のご挨拶をいただきまし

た。混乱する世相の中にあって、リーダー

シップをもって対応されているお二人の

お言葉は、心に深く響きました。お二人

のますますのご活躍を祈念いたします。

さて、放送中の NHK の朝ドラ、「ばけ

ばけ」の主題歌「笑ったり転んだり」は、

次のような言葉から始まります。「毎日、

難儀なことばかり〜」。思わず、「うむ」

と頷いてしまいます。この共感度は、年

を重ねるほど強くなってくるように思え

ますが、皆様はどうでしょうか？　年末

に、京都のお寺で住職をされている友人

と電話でお話しする機会がありました。

一時大病をされ、生死の狭間を彷徨った

こともあったそうですが、今は元気に回

復されています。「仏さんが、まだしても

らうことがあるから、死ぬわけにいきま

せんよ、と言うてるんでしょう。もうひ

と頑張りせにゃあかんようです」。と語っ

ていました。同じような言葉が思い浮か

びます。オーストリアの高名な精神科医

ビクトール・フランクルの言葉です。あ

なたが、人生にしてほしいことではなく、

人生があなたにしてほしいと思っている

ことを見つければ、「人生の意味」が理解

できる。と言っています。意外と、毎日

おこる難儀なことにそのヒントがあるの

かもしれません。私の新年の課題です。

（岡嶋泰一郎　記）
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令和７年度第１回経営管理研究会のご案内
日　時　　令和８年３月16日（月）　受付 13：30～15：45

会　場　　九州大学医学部百年講堂 中ホール（福岡市東区馬出３丁目１番１号）

対象者　　病院長、事務部長・看護部長、医事課長、その他職員等

参加料　　会員病院　　１人につき　3,500円（資料代 500円含む）

　　　　　会員外病院　１人につき　5,000円（資料代 500円含む）

定　員　　180名（先着順）

申込締切　令和８年３月９日（月）

講師：一般社団法人日本病院会 常任理事
日本病院団体協議会 診療報酬実務者会議 委員長
社会医療法人水光会 宗像水光会総合病院 理事長　       津留 英智 先生

講　演「新たな地域医療構想を踏まえた 2026 年度診療報酬改定のポイント」

第 125 回 医療事務研究会のご案内
日　時　　令和８年３月26日（木）　受付 18：30～20：15

会　場　　九州大学医学部百年講堂 中ホール（福岡市東区馬出３丁目１番１号）

対象者　　病院長、事務部長、医事課長、診療情報管理責任者、その他職員等

参加料　　会員病院　　１人につき　4,000円（資料代 1,000円含む）

　　　　　会員外病院　１人につき　5,500円（資料代 1,000円含む）

定　員　　180名（先着順）

申込締切　令和８年３月９日（月）　　

講師：保健・医療・福祉サービス研究会コンサルタント
診療介護報酬指導講師
株式会社リンクアップラボ　代表　            　　　　　    酒井 麻由美 氏

＊お問合せは福岡県病院協会事務局（TEL 092-436-2312 ／ E-mail fukuoka-kenbyou@globe.ocn.ne.jp）までお願いいたします。

講　演「2026 年診療報酬改定詳細と対応」


